
                          

 

第
三
節 

 

シ
ニ
グ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

島
伊
名
重
著
「
維
新
前
に
於
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
島
城
籠
祭
の
内
容
」
よ
り 

一 

し
に
ぐ
祭
の
由
来
及
び
終
局 

 

し
に
ぐ
祭
の
由
来
は
得
て
詳
ら
か
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
第
百
十
三 

代
中
御
門
天
皇
の
宝
永
八
年
正
徳
元
年
今
を
去
る
こ
と
二
百
十 

年
、
六
代
将
車
家
宣
の
時
、
沖
永
良
部
島
与
人
平
安
山
、
仝
久
米 

村
、
仝
具
永
久
、
与
論
島
与
人
前
里
、
仝
喜
久
里
の
亓
人
連
名
に 

て
、
沖
永
良
部
島
与
人
平
安
山
よ
り
、
御
国
許
（
鹿
児
島
）
に
て 

差
出
候
書
留
書
類
に
左
の
一
節
あ
り
。 

 

沖
永
良
部
島
本
琉
球
御
支
配
の
時
、
毎
村
女
一
人
づ
つ
「
の
ろ 

米
（
く
む
い
）」
と
役
目
召
し
建
て
ら
れ
代
は
り
合
の
節
は
琉
球 

へ
罷
渡
り
御
届
申
上
候
を
以
て
弥
々
願
の
通
り
「
の
ろ
米
」
役
仰 

付
ら
れ
候
趣
き
を
以
て
朱
書
御
印
判
の
御
書
付
成
下
さ
れ
申
候
処 

上
城
の
「
の
ろ
米
」
代
り
合
の
節
例
の
如
く
琉
球
渡
海
の
処
右
姪 

生
れ
つ
き
美
々
敷
そ
の
上
器
量
衆
人
に
勝
れ
、
国
王
様
の
御
目
立 

                          

御
貰
に
付
差
上
申
候
処
そ
の
後
右
腹
に
王
子
御
出
生
遊
ば
さ
れ
御 

成
人
の
後
沖
永
良
部
島
成
下
さ
れ
御
波
海
の
上
、
内
城
へ
御
城
御 

普
請
之
あ
り
世
之
主
と
称
へ
奉
り
御
付
人
外
役
々
の
儀
琉
球
に
準 

へ
召
し
建
て
ら
れ
、
夫
々
官
位
に
応
じ
金
銀
の
髪
差
、
朝
衣
大
帯 

等
差
用
仕
申
さ
れ
た
る
由
之
あ
り
、
依
て
御
在
世
の
時
三
年
に
一 

度
島
中
御
巡
視
之
あ
り
村
役
々
の
者
共
、
白
黒
赤
の
鉢
巻
、
木
綿 

白
地
の
胴
衣
袴
着
に
て
中
途
御
迎
罷
出
候
由
、
今
に
し
に
ぐ
祭
と 

申
伝
そ
の
例
え
あ
り
申
候
云
々
と
あ
り
。 

 

又
し
に
ぐ
祭
は
本
島
太
古
よ
り
の
大
祭
日
に
し
て
各
村
首
長
の 

内
有
力
な
る
一
人
が
全
島
を
一
統
し
た
る
祝
祭
日
な
り
と
の
説
も 

あ
り
、又
一
説
の
口
碑
に
世
之
主
の
母
親
は
俗
に
上
城
の
沖
ヌ
ル
、 

実
は
小
名
久
保
ヌ
ル
そ
の
ヌ
ル
米
が
琉
球
へ
進
貢
物
上
納
の
際
、 

風
采
美
は
し
く
器
量
衆
に
勝
れ
た
る
、
琉
球
王
の
目
に
触
れ
妾
と 

な
り
、
そ
の
腹
に
生
れ
し
が
「
世
之
主
」
な
り
。
右
「
ヌ
ル
米
」 

が
沖
縄
よ
り
帰
航
の
際
に
は
、
既
に
分
娩
す
べ
き
産
月
に
て
船
中 

既
に
分
娩
の
兆
候
あ
る
故
初
め
屋
子
母
港
に
入
港
し
て
大
津
勘
付 

近
に
て
分
娩
せ
ん
と
企
て
し
に
、
此
処
は
し
に
ぐ
祭
故
そ
ん
な
汚 

れ
こ
と
は
御
断
は
り
だ
と
断
は
ら
れ
詮
方
な
く
止
む
を
得
ず
そ
の 

次
の
島
尻
港
に
て
も
同
様
断
は
ら
れ
止
を
得
ず
恥
を
忍
び
で
下
城 

村
の
下
、
即
自
己
生
郷
の
沖
泊
に
入
船
上
陸
し
て
下
城
の
人
間
と 

( 
 
 
 
 
 
 
 ) 
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い
ふ
、
沖
泊
よ
り
鳥
波
小
名
久
保
に
行
く
道
の
傍
な
る
現
今
源
瑞 

幸
氏
宅
の
前
の
金
森
と
言
ふ
人
の
屋
敷
の
辺
ま
で
来
る
時
に
圧
迫 

せ
ら
れ
、
そ
の
際
雨
中
と
見
え
雨
み
の
に
て
屛
風
に
代
え
、
三
本 

の
石
を
立
て
か
ま
ど
と
し
て
粥
を
炊
き
、
そ
こ
に
て
産
み
し
子
が 

世
之
主
が
な
し
な
り
と
該
地
の
老
翁
等
の
口
碑
に
伝
へ
ら
れ
た 

り
。
そ
の
地
今
に
茅
葺
の
小
さ
き
庵
あ
り
、
雨
に
濡
れ
た
り
、
日 

に
晒
す
時
は
火
事
又
は
死
亡
等
の
災
難
事
あ
り
と
い
う
。 

 

而
し
て
そ
の
世
之
主
は
七
才
ま
で
西
見
に
て
成
長
至
し
七
才
の 

時
琉
球
王
の
命
に
よ
り
位
に
就
き
内
城
に
登
り
し
と
い
ふ
。 

 

之
に
依
っ
て
惟
み
る
に
分
娩
の
時
に
し
に
ぐ
祭
と
て
宿
を
貸
さ 

ざ
る
に
因
っ
て
も
窺
知
で
き
る
よ
う
に
、
し
に
ぐ
祭
の
以
前
よ
り 

あ
り
し
こ
と
は
明
々
瞭
々
た
る
も
、
そ
の
幾
百
年
前
よ
り
あ
り
し 

か
は
詳
か
な
ら
ず
。
し
か
も
そ
の
終
句
は
明
治
三
年
午
年
ま
で
は 

致
し
、
次
回
ま
で
致
す
可
き
は
ず
な
り
し
が
、
明
治
亓
年
よ
り
は 

維
新
の
大
改
革
と
共
に
難
な
く
こ
の
唯
一
絶
体
の
神
の
大
祭
も
全 

く
跡
を
絶
つ
に
至
れ
り
。
所
謂
我
国
武
士
の
佩
刀
を
解
か
れ
し
と 

一
般
こ
の
大
々
的
な
る
現
に
し
に
ぐ
神
と
言
ふ
も
の
は
居
る
と
思 

ひ
し
観
念
が
根
底
よ
り
破
壊
せ
ら
れ
し
は
島
民
の
風
習
と
し
て
誠 

に
美
挙
と
言
ふ
べ
し
。し
か
し
な
が
ら
そ
れ
に
は
二
大
原
因
あ
り
、 

即
ち
一
は
多
額
の
費
用
を
要
し
、
二
に
は
世
の
澆
季
に
流
れ
、
旧 

      

三 

御み
ー 

使つ
け 

 

し
に
ぐ
祭
を
な
す
前
に
於
て
兼
ね
て
、
案
内
し
ま
わ
る
こ
と
で 

あ
る
。
全
島
に
は
百ひ

や

（
百
と
は
家
百
戸
よ
り
の
上
納
を
と
る
家
な 

る
を
以
て
、
そ
の
役
目
の
名
）
と
い
ふ
首
長
が
三
人
い
る
。
即
ち
、 

余
多
の
百
、
屋
子
母
の
百
、
西
見
の
百
之
な
り
。
而
し
て
こ
の
外 

に
百
と
い
ふ
者
が
各
村
（
字
）
に
二
名
若
し
く
は
一
名
い
る
、
そ 

の
次
に
「
の
ろ
米

く
む
い

」
と
か
「
道
差
司

み

ち

さ

じ

」
等
い
ふ
役
人
も
あ
り
て
、 

俸
給
の
代
り
に
永
久
的
に
地
所
を
領
し
い
た
り
と
い
ふ
。 

太
古
に
は
戸
数
百
戸
よ
り
の
租
税
を
受
け
し
人
故
に
百
と
い
ふ 

と
前
述
の
如
く
し
に
ぐ
祭
に
関
係
す
る
役
員
は
あ
り
し
が
御
使

み
ー
つ
け

に 

出
て
く
る
も
の
は
本
百
の
み
に
て
自
己
の
部
内
を
担
任
せ
る
与
人 

及
び
「
大
ア
ン
シ
ヤ
リ
」
目
差
、「
オ
イ
ビ
衆
」
の
内
に
参
上
し 

て
左
記
の
「
上
言
（
う
い
ご
と
）」
を
な
す
。（
終
っ
て
後
酒
肴
や 

味
醬
を
頂
く
）「
上
言
」
を
な
す
は
拾
数
名
又
は
け
廿
何
名
の
内
よ 

り
首
長
な
る
余
多
の
百
、
屋
子
母
の
百
、
西
見
の
百
等
が
引
率
せ 

る
各
百
の
総
代
に
て
言
上
す
。
予
（
島
伊
名
重
）
は
余
多
の
百
の 

「
上
言
」
を
得
た
れ
ば
、
他
の
二
人
の
百
も
大
同
小
異
な
り
と
い 

ふ
。
即
ち
余
多
の
百
の
「
上
言
」
は
次
の
通
り 

と
は
今
の
士
族
即
ち
衆

し
ゆ
う

多た

組
の
み
が
大
旗
を
立
て
威
勢
を
張
り 

し
に
近
年
ま
で
も
百
姓
の
旗
は
小
さ
き
竹
の
端
に
布
片
を
結
ぶ
位 

に
止
ま
り
し
故
し
に
ぐ
祭
は
侍
連
中
の
施
行
せ
し
祭
な
り
し
が
当 

地
の
今
日
四
民
平
等
の
無
階
級
と
い
っ
て
も
可
な
る
く
ら
い
の
社 

会
と
な
り
し
に
因
り
し
な
ら
ん
か
。
又
一
方
同
時
に
与
人
や
そ
の 

筋
よ
り
の
厳
命
な
り
と
の
こ
と
に
基
き
し
な
ら
ん
か
。 

注
①
要
す
る
に
「
し
に
ぐ
祭
」
は
世
之
主
の
生
後
島
巡
視
の
歓
迎 

 
 

な
り
と
の
説
と
、 

 

②
分
娩
前
に
於
て
「
し
に
ぐ
祭
」
故
宿
貸
さ
ぬ
と
言
う
を
以
っ 

 
 

て
、
其
の
前
よ
り
あ
り
し
こ
と
と
の
二
説
あ
る
を
記
し
て
参 

 
 

考
資
料
に
供
す
。 

二 

し
に
ぐ
祭
の
順
序 

し
に
ぐ
祭
に
は
、
御
使

み
ー
つ
け

、
馬
具
試
等
の
準
備
あ
り
、
そ
の
外
、 

初う
ひ

し
に
ぐ
、
当

あ
た
い

し
に
ぐ
等
あ
り
て
隔
年
一
回
し
に
ぐ
祭
を
施
行 

す
。 

 

而
し
て
施
行
す
る
年
を
し
に
ぐ
年
と
い
い
、
施
行
せ
ざ
る
年
を 

神
無
年
と
い
ふ
。し
に
ぐ
祭
を
施
行
す
る
は
大
凡
二
十
日
間
な
り
。 

 

左
に
そ
の
順
を
追
ふ
て
逐
一
之
を
述
ふ
る
こ
と
と
せ
ん
。 

       

「
ア
マ
タ
、
ヤ
ア
ジ
ヤ
ー
、
ハ
ア
ビ
ヨ
ー
、
シ
ン
ビ
ヨ
ー
、
ア 

シ
チ
ウ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
、
ハ
タ
ユ
タ
イ
ノ
、
ワ
シ
タ
ビ
ガ
、
ヒ
ュ
ウ 

カ
ラ
、
ト
ウ
カ
ミ
カ
ノ
キ
ノ
ト
ノ
、
ト
イ
ノ
ヒ
ニ
、
シ
ニ
グ
ン
ガ 

ナ
シ
ノ
、
ガ
ラ
ミ
チ
、
チ
ヤ
ブ
ン
グ
ト
、
ウ
ン
チ
ケ
シ
ヤ
ブ
ラ
、 

ト
ウ
ト
」
と
両
手
を
合
掌
し
て
申
し
上
げ
る
、
他
の
百
も
同
様
す 

る
と
、
受
け
る
主
人
も
一
同
同
時
に
拝
礼
を
な
す
。 

右
「
上
言
」
の
釈 

「
余
多
、
屋
者
村
、
上
平
川
村
、
下
平
川
村
、
芦
清
良
村
、
黒
貫 

村
の
、
ニ
十
四
人
の
、
私
共
が
、
今
日
か
ら
、
十
三
目
目
の
乙
の
、 

酉
の
日
に
、
し
に
ぐ
と
い
う
尊
い
御
祭
が
御
始
り
で
ご
ざ
い
ま
す 

か
ら
、
御
招
き
（
御
案
内
）
致
し
ま
す
、
ど
う
ぞ
拝
み
ま
す
」
と 

合
掌
す
。 

 

百
の
装
飾
は
立
派
な
る
馬
具
鞍
、
く
つ
わ
、
鈴
、
染
分
の
手
綱 

を
掛
け
、真
白
の
着
物
に
白
の
神
ス
ゴ
キ
を
頭
に
巻
き
結
び
垂
れ
、 

黒
白
の
染
分
手
拭
を
両
側
に
挿
し
其
疾
走
車
の
如
し
。 

四 

尻
縄
試
（
し
じ
や
た
み
） 

 

尻
縄
試
は
し
に
ぐ
三
日
前
に
馬
具
及
乗
馬
の
人
に
馴
れ
て
い
る 

や
否
や
の
試
験
、
練
習
の
為
に
行
ふ
も
の
な
り
。
平
常
は
代
官
の 

620 
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居
る
側
の
仮
屋
の
馬
場
よ
り
乗
馬
は
全
然
厳
禁
な
り
し
が
此
当
日 

の
み
は
代
官
も
御
免
な
さ
れ
た
り
と
、
一
老
母
曰
く
此
日
や
、
し 

に
ぐ
の
当
日
な
ど
に
か
か
る
多
く
の
肥
馬
、
俊
馬
が
頭
を
揃
へ
て 

並
び
立
ち
、
く
つ
わ
を
接
し
て
併
行
し
て
も
毫
も
い
な
な
か
ず
、 

又
騒
が
ざ
る
を
見
れ
ば
実
に
神
馬
と
い
ふ
も
強
ち
誣
言
に
は
非
ず 

云
々
と
。 

亓 

本
し
に
ぐ
祭 

 

し
に
ぐ
祭
の
最
も
終
局
な
る
明
治
三
年
午
の
年
（
大
正
十
年
よ 

り
凡
そ
亓
十
二
年
前
）
の
し
に
ぐ
祭
の
実
際
談
を
聞
き
得
た
れ
ば 

左
に
記
す
。 

 

い
よ
い
よ
当
日
に
な
る
と
与
人
三
人
共
馬
上
よ
り
ユ
ー
グ
マ
イ

（
夜
籠
）
と
て
夜
中
に
内
城
へ
罷
越
し(

明
治
三
年
の
大
城
（
ふ
ー 

し
）
の
主
（
し
ゅ
）（
大
司
と
書
）
は
山
真
粋
憲
、
喜
美
留
の
主
（
喜 

美
司
）
は
沖
蘇
廷
良
、
久
志
検
の
主
は
土
政
照
の
三
人
大
城
の
主 

は
御
居
城
の
城
へ
登
る
左
側
に
夜
籠
り
の
庵
を
結
び
、
喜
美
留
の 

主
は
上
門
の
溜
池
の
西
の
方
、
久
志
検
の
主
は
其
の
北
方
に
こ
も 

り
居
て
翌
朝
、
時
の
来
る
を
待
ち
居
た
り
、
而
し
て
各
与
人
へ
の 

報
告
（
刻
限
来
た
り
と
の
）
報
告
は
上
城
村
の
百
、
大
山
に
夜
籠 

      

北
方
に
向
っ
て
儀
式
を
な
し
一
礼
し
て
各
々
別
る
る
山
に
候
、
三 

人
の
与
人
が
各
々
部
下
の
一
隊
を
率
い
て
集
庭
に
行
く
途
中
の 

威
勢
は
あ
た
か
も
現
代
の
司
令
官
の
各
隊
を
引
率
し
て
戦
場
に
赴 

く
時
は
斯
く
も
あ
る
か
と
偲
ば
れ
る
。
三
与
人
三
隊
と
も
総
て
白 

装
束
に
て
と
も
ど
も
に
至
る
ま
で
白
全
隊
に
て
、
次
の
図
の
如
き 

も
の
を
持
ち
「
オ
ホ
エ
、
オ
ホ
エ
、
オ
ホ
エ
」
と
三
回
ず
つ
唱
え 

て
「
ウ
フ
エ
ー
」
で
止
め
る
と
い
ふ
。 

 

因
み
に
記
す
此
玉
城
、
皆
川
・
古
里
の
擬
戦
に
於
て
太
鼓
を
嗚 

ら
し
調
子
を
合
せ
て
互
に
太
鼓
の
バ
チ
に
て
叩
き
合
い
を
な
し
て 

合
戦
の
真
似
を
し
て
躍
っ
た
り
跳
ね
っ
た
り
す
る
時
に
従
令
実
力 

は
実
際
に
於
て
皆
川
古
里
強
く
と
も
是
非
玉
城
の
方
は
世
之
主
の 

軍
勢
故
負
け
ざ
る
を
得
ざ
る
法
則
な
り
と
、而
し
て
漸
次
、皆
川
、 

古
里
は
退
却
し
て
小
字
森
里
と
い
う
屋
敷
ま
で
退
却
し
て
き
て
戦 

い
、
そ
こ
に
て
各
々
退
散
す
る
と
い
ふ
。
而
し
て
当
地
し
に
ぐ
祭 

乙
の
酉
の
日
に
は
全
島
民
一
人
も
残
ら
ず
男
子
は
白
地
の
絹
布 

（
神
絹
と
い
う
）
又
は
白
地
の
綿
布
に
て
作
り
た
る
白
装
束
な
り 

き
。 皆

川
に
て
接
戦
の
際
は
玉
城
は
白
着
物
に
全
部
赤
の
帯
を
被
り 

皆
川
古
里
は
白
装
束
に
白
の
帯
を
被
り
て
目
標
と
な
せ
し
由
な
り 

き
。 

り
し
て
即
ち
大
山
の
頂
上
に
て
太
陽
の
東
天
に
御
光
の
さ
し
出
賜 

は
ん
と
す
る
時
、
と
き
の
声
を
上
げ
て
旗
を
振
り
つ
つ
「
オ
ホ
エ 

オ
ホ
エ
、
オ
ホ
エ
、
オ
ホ
エ
、
ウ
フ
エ
ー
」
と
い
ふ
合
図
を
な
す 

を
見
て
、
内
城
の
御
居
城
に
て
は
「
大
司
の
主
サ
ー
リ
、
喜
美
司 

の
主
サ
ー
リ
、
久
志
検
の
主
サ
ー
リ
、
な
あ
時
ぬ
チ
ャ
ブ
タ
ン
」 

と
い
っ
て
報
告
を
申
す
と
一
分
も
す
か
さ
ず
各
与
人
同
時
に
く
つ 

わ
を
揃
え
て
御
居
城
に
登
り
て
式
を
済
ま
す
。（
こ
の
時
日
の
出 

を
合
図
に
余
多
の
百
、
屋
子
母
の
百
も
之
に
準
じ
て
式
が
始
ま
る 

由
）
そ
れ
よ
り
大
城
の
主
（
大
司
の
衆
）
は
多
く
の
随
行
等
の
馬 

乗
り
の
一
隊
を
率
い
与
人
旗
を
推
し
立
て
て
大
城
の
西
方
の
石
根 

と
い
ふ
所
よ
り
大
城
を
経
て
玉
城
、
皆
川
、
古
里
と
の
合
戦
の
場 

所
に
出
張
す
。
喜
芙
留
の
衆
は
内
城
の
屋
者
川
の
辺
よ
り
東
石
橋 

を
横
切
て
右
場
所
に
向
ふ
。
然
し
て
久
志
検
の
衆
は
玉
城
の
前
に 

待
ち
構
え
て
二
人
も
各
々
自
己
に
属
す
る
一
隊
の
馬
上
隊
を
率
い 

与
人
旗
を
押
し
立
て
て
皆
川
の
し
に
ぐ
塔
に
会
合
し
て
よ
り
即
刻 

皆
川
の
集
庭
（
す
う
み
や
）
と
い
ふ
所
に
集
会
す
。
こ
の
立
合
た 

る
や
あ
た
か
も
擬
戦
の
如
く
に
て
太
鼓
を
鳴
ら
し
つ
つ
其「
バ
チ
」 

に
て
頭
や
胴
な
ど
を
な
ぐ
り
合
い
も
す
る
由
で
あ
る
。
而
し
て
最 

初
各
隊
を
率
い
て
皆
川
の
し
に
ぐ
塔
に
来
て
会
合
を
な
す
時
玉
城 

の
方
は
北
方
よ
り
南
方
に
向
ひ
、
又
皆
川
古
里
の
方
は
南
方
よ
り 

                          

622 623 



           

六 

与
人
の
島
廻
い 

 

皆
川
の
し
に
ぐ
終
っ
て
与
人
三
人
、目
差
三
人
、時
の
百
一
人
、 

木
掟
三
人
、
城
サ
バ
ク
イ
（
大
城
の
政
統
）
大
ア
ン
シ
ヤ
リ
一
人 

（
婦
人
一
人
）
及
其
供
一
人
（
大
城
の
山
田
夏
子
と
い
ふ
人
）
総 

て
馬
上
よ
り
白
装
束
に
て
余
多
村
を
経
て
屋
者
ま
で
は
是
非
行
か 

ざ
る
を
得
ざ
る
規
定
な
り
と
か
、
然
し
て
当
日
は
帰
宅
し
て
又
其 

翌
日
即
ち
二
日
目
の
日
は
又
久
志
検
、
上
平
川
、
芦
清
良
、
黒
貫 

瀬
利
覚
を
経
て
屋
子
母
に
一
泊
、
そ
れ
か
ら
三
日
目
の
日
は
屋
子 

      

ち
同
等
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
ず
、
故
に
旗
に
も
大
小
も
あ
れ
ば 

又
装
飾
品
に
も
高
低
の
あ
り
し
こ
と
は
免
れ
ざ
る
も
、
と
に
か
く 

衆
多
連
の
み
な
り
き
。
そ
の
雑
費
た
る
や
実
に
お
び
た
だ
し
く
、 

初
し
に
ぐ
あ
る
家
に
て
は
兼
ね
て
乗
馬
を
準
備
し
、
そ
れ
に
子
供 

を
抱
く
人
一
名
、
馬
の
口
引
別
当
一
名
、
旗
持
三
人
都
合
数
名
を 

要
す
る
の
み
な
ら
ず
、
家
族
や
親
族
も
総
出
に
て
一
人
も
家
に
残 

り
居
る
者
な
く
故
に
「
陣
担

じ
ん
た
ん

荷ぐ

」
と
て
、
今
の
「
水
汲
担
荷
」
よ 

り
な
お
太
く
し
て
高
き
同
形
の
桶
二
つ
の
握
り
飯
や
御
菜
を
こ
し 

ら
え
担
は
し
め
て
行
く
故
に
一
戸
必
ず
大
き
家
は
豚
を
一
ぴ
き
殺 

し
又
二
、
三
戸
共
同
に
て
豚
を
殺
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
現
代
の
旧 

正
月
の
如
し
、
そ
の
一
週
間
は
三
々
亓
々
の
快
楽
を
尽
す
の
み
故 

に
そ
の
経
賞
は
実
に
多
額
に
上
れ
り
と
い
う
。 

八 

当
り
し
に
ぐ 

 

之
は
し
に
ぐ
祭
の
一
週
間
後
に
於
て
行
う
。
そ
の
や
り
方
は
、 

各
村
異
な
れ
ど
大
同
小
異
に
し
て
昔
の
各
村
の
「
百
」「
ヌ
ル
ク 

ム
イ
」
の
外
「
大
差
司
」「
ミ
キ
差
司
」（
ミ
キ
と
は
味
醬
の
意
な 

ら
ん
か
）
と
い
う
役
員
の
あ
り
し
由
、
そ
の
方
法
上
平
川
村
の
如 

き
は
家
の
戸
主
は
甘
酒
（
味
醬
）
を
作
ら
し
め
、
又
屋
者
村
に
て 

母
、
大
津
勘
、
徳
時
、
島
尻
、
田
皆
を
経
て
西
見
に
一
泊
、
又
そ 

れ
か
ら
其
の
翌
日
即
四
日
目
に
は
田
舎
平
、
永
嶺
等
を
経
過
し
て 

内
城
に
行
き
全
島
を
一
周
し
て
、
内
城
の
御
墓
に
参
詣
を
な
し
、 

兼
ね
て
三
年
前
の
し
に
ぐ
祭
に
世
之
主
ガ
ナ
シ
の
霊
前
に
供
奉
し 

あ
る
御
酒
一
升
と
を
取
り
替
え
新
に
供
奉
し
て
翌
々
年
の
し
に
ぐ 

ま
で
備
え
置
く
も
の
と
す
。
其
際
瓶
の
口
に
充
分
紙
に
て
栓
を
し 

て
あ
る
御
酒
や
水
に
埃
の
あ
る
時
と
無
い
時
が
あ
る
。
其
埃
の
あ 

る
年
は
必
ず
大
風
が
吹
く
と
、
又
埃
の
な
い
時
は
大
風
な
く
豊
年 

の
兆
し
だ
と
の
風
説
が
あ
る
。 

 

解
散
の
時
に
は
其
島
巡
り
を
な
し
た
る
人
々
が
内
城
の
「
ト
ム 

い
堤
（
ち
ぢ
）」
と
い
ふ
所
に
て
人
々
が
一
同
相
撲
を
と
っ
て
一 

同
解
散
す
る
と
の
こ
と
な
り
。 

七 

初
し
に
ぐ
祭 

 

初う
い

し
に
ぐ
と
は
男
子
が
本
年
九
月
十
月
の
し
に
ぐ
祭
後
又
は
そ 

の
当
日
に
生
ま
れ
、
翌
々
年
の
し
に
ぐ
祭
ま
で
に
生
ま
れ
た
る
を 

い
ふ
。
之
は
昔
の
衆
多
（
士
族
）
の
子
弟
が
な
す
祭
に
て
、
百
姓 

の
子
弟
は
如
何
に
富
家
の
子
弟
た
り
と
も
許
さ
ず
。
然
し
な
が
ら 

衆
多
の
中
に
も
貧
富
の
別
あ
り
、
身
分
の
高
下
も
あ
れ
ば
あ
な
が 

      

は
米
を
家
の
経
済
や
家
の
人
員
に
応
じ
て
出
さ
し
め
て
「
百
」
の 

家
に
て
一
緒
に
ま
と
め
て
作
ら
し
む
。
一
週
間
の
中
は
誰
人
も
来 

て
貰
っ
て
飲
ん
で
も
差
支
な
し
と
、上
平
川
村
も
そ
の
点
一
致
す
。 

こ
の
甘
酒
を
誰
に
も
与
え
て
飲
ま
し
む
る
こ
と
同
じ
、
し
に
ぐ
と 

う
の
舎
に
て
行
う
。
要
す
る
に
こ
れ
は
し
に
ぐ
祭
を
済
ま
し
た
る 

役
員
の
慰
労
な
り
と
い
う
。
小
桶
に
柄
を
つ
け
た
柄
杓
の
一
杯
だ 

け
、
そ
の
外
男
の
子
二
人
あ
り
て
長
男
十
八
に
な
れ
ば
そ
の
柄 

杓
十
八
杯
、
又
次
男
あ
り
て
十
亓
才
に
な
れ
ば
十
亓
杯
を
「
村
」 

に
上
納
す
べ
き
規
則
な
り
と
い
う
。 

九 

西
見
の
「
ウ
ツ
タ
ハ
チ
ブ
ル
」 

 

こ
の
日
は
西
見
し
に
ぐ
と
て
当
日
三
日
前
よ
り
全
島
の
人
民
、 

西
見
に
集
合
し
て
「
ウ
ツ
タ
ハ
チ
ブ
ル
」（
ハ
チ
ブ
ル
と
は
内
地 

の
面
の
こ
と
）
見
物
す
。「
ウ
ツ
タ
ハ
チ
ブ
ル
」
と
は
西
見
し
に 

ぐ
の
神
思
ひ
と
い
っ
て
、
実
は
男
四
人
な
り
し
が
二
人
は
女
に
し 

て
そ
の
男
の
中
二
人
は
舟
を
漕
ぐ
真
似
を
な
し
、
二
人
は
調
子
よ 

く
太
鼓
を
打
っ
て
踊
を
な
す
。
す
る
と
そ
の
踊
り
を
な
す
女
形
の 

者
は
縮
緬
の
帯
を
頭
に
結
び
垂
れ
、
大
柄
の
着
物
を
着
て
左
股
上 

に
挿
み
（
俗
に
又
サ
シ
と
い
う
）
て
四
人
と
も
声
を
揃
え
、
調
子 
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を
合
せ
て
面
白
く
歌
う
由
そ
の
歌
を
次
に
記
す
。 

「
ヒ
ャ
リ
ガ
コ
ウ
〳
〵 

〳
〵 

〳
〵
ヒ
イ
ヤ
リ
、
ヤ
ー
リ
。
ヒ
イ 

ヤ
リ
ヤ
ー
リ
〳
〵
」
と
歌
う
と
い
う
。 

 

然
し
て
初
め
は
上
城
の
「
熊
里

く
ま
と

」
の
東

あ
が
り

の
山
に
て
ち
ょ
っ
と 

始
め
て
か
ら
、
そ
れ
か
ら
「
稲
葉
」
の
「
入
前

い
い
め

」
の
西
に
あ
る
「
ウ 

ツ
タ
墓
」
の
中
よ
り
「
ハ
チ
ブ
ル
」
を
被
り
て
出
づ
る
か
ら
そ
の 

名
が
あ
る
。
然
し
て
再
び
西
見
に
帰
っ
て
来
て
種
々
の
戯
れ
を
な 

し
て
退
散
す
る
な
り
。 

 

要
す
る
に
こ
れ
は
「
ウ
ツ
タ
味
醬
」
を
保
護
す
る
為
な
り
と
、 

又
西
見
し
に
ぐ
の
余
興
な
り
と
も
い
う
。 

※ 

明
治
四
年
世
之
主
仏
祭
の
処
神
社
に
改
称
し
、
神
祭
に
改
新 

 

し
城
籠
祭
を
廢
す
。 

※ 

島 

伊
名
重
氏
「
維
新
前
に
於
け
る
本
島
城
籠
祭
の
内
容
、 

 

大
正
十
年
辛
酉
如
月
二
完
」
を
転
記
し
た
。 
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